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Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
発
足
以
来

の
最
重
点
取
り
組
み
で
あ
る
２
０

２
４
秋
の「
全
職
場
総
対
話
行
動
」

が
１０
月
７
日
（
月
）
か
ら
１２
月
１３

日
（
金
）
ま
で
の
約
２
箇
月
半
に

わ
た
り
開
催
と
な
る
。
す
べ
て
の

分
会
が
一
斉
に
総
対
話
行
動
の
運

営
を
行
い
、
支
部
・
地
本
・
総
支

部
・
中
央
本
部
が
一
体
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
く
。

「
全
職
場
総
対
話
行
動
」
は
、

組
織
強
化
お
よ
び
組
織
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
上

で
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
こ
の
間

の
経
験
を
踏
ま
え
、
直
接
対
話
に

よ
る
双
方
向
の
議
論
に
は
、
組
合

員
の
想
い
と
課
題
の
本
質
を
確
認

で
き
る
こ
と
や
対
面
に
よ
り
開
催

す
る
こ
と
で
、
組
合
員
か
ら
の
意

見
・
要
望
の
熱
量
を
そ
の
場
で
共

有
す
る
と
と
も
に
「
ぎ
ょ
う
む
そ

く
ほ
う
」
や
「
ぎ
ょ
う
む
れ
ぽ
ー

と
」
に
は
記
載
し
き
れ
な
い
行
間

の
や
り
と
り
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
課
題
を
把
握
し
解
決

に
向
け
た
方
向
性
を
議

論
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
組
織
全
体

で
着
実
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
化
す
る
た
め
に
、

対
面
に
よ
り
秋
の
「
全

職
場
総
対
話
行
動
」
の

取
り
組
み
を
展
開
す

る
。各

級
機
関
が
組
織
強

化
の
取
り
組
み
と
し
て

「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０
２

７
」
に
基
づ
く
運
動
を
展
開
し
、

全
組
合
員
で
「
総
対
話
行
動
に
行

こ
う
！
」
と
声
を
掛
け
合
い
「
全

職
場
総
対
話
行
動
」
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
！

２
０
２
４
秋
の「
総
対
話
行
動
」

は
、
各
級
機
関
に
お
い
て「
対
面
」

で
の
開
催
に
よ
る
総
対
話
行
動
の

取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

取
り
組
み
方
法
に
つ
い
て
は
、

全
員
参
画
型
の
集
会
形
式
（
直
接

対
話
）
に
よ
り
開
催
と
し
、
各
分

会
に
お
い
て
組
合
員
全
員
に
声
を

掛
け
、
集
会
へ
の
参
加
を
要
請
し

ま
す
。

総
対
話
行
動
実
施
に

あ
た
�
て
の
ポ
イ
ン
ト

・
分
会
が
主
催
と
な
り
総
対
話
行

動
を
実
施
す
る
。

・
会
場
確
保
は
便
宜
供
用
申
請
を

必
ず
行
う
。

・
参
加
率
５０
％
以
上
を
目
標
と

し
、
４０
％
未
満
の
分
会
を
発
生

さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
実
施
す

る
。

・
各
級
機
関
に
お
い
て
は
、
組
織

強
化
の
サ
イ
ク
ル
（
議
論
↓
活

動
↓
回
答
）
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
集
会
等
で
組

合
員
へ
報
告
す
る
。

・
集
会
で
挙
げ
ら
れ
た
意
見
は
、

分
会
が
責
任
を
も
っ
て
上
部
機

関
（
支
部
、
地
本
、
本
部
）
へ

速
や
か
に
報
告
す
る
。

※
詳
細
は
「
み
ん
な
で
ア
ク
シ
ョ

ン
！
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
～
分
会
役

員
の
手
引
き
～
」
に
記
載
の
内

容
を
確
認
し
た
う
え
で
集
会
に

臨
も
う
。

役員からの課題提起静岡支社工務部分会のようす

ＪＪＲＲ東東海海ユユニニオオンン最最大大のの取取組組みみ

全全職職場場総総対対話話行行動動ががススタターートト！！
～～組組織織強強化化のの取取組組みみととししてて、、対対面面にによよるる総総対対話話行行動動をを展展開開！！～～

全全
職職
場場
総総
対対
話話
行行
動動
のの
進進
めめ
方方


